
（別紙３）

～ 令和７年　１２月　２６日

（対象者数） 63名 （回答者数） 6８名

～ 令和７年　１２月　２６日

（対象者数） 19名 （回答者数）
17名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

さらに充実を図るため、活動内容の見直しや職員間での情報

共有を行いながら、より多様な経験ができるよう取り組んで

まいります。

2

お子さま一人ひとりの興味や特性に応じた活動の工夫や、職

員間での情報共有を行いながら、より主体的に取り組める環

境づくりに努めてまいります。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

LINEや発信ツールを活⽤し、活動の様子や⽀援意図

が伝わるよう情報共有を強化していく

2

可能な限りは送迎時間の調整や配置を行い対応できるように

検討しています。

3

○事業所名 放課後等デイサービス　あおぞら

○保護者評価実施期間
令和７年　１２月　１５日

○保護者評価有効回答数

令和７年　１２月　１５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　8年　3月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

⽀援内容や活動の様子が保護者に伝わりにくい場⾯

がある

日常の⽀援場⾯が直接見えにくく、情報共有の⽅法や機会にば

らつきがあるため

送迎範囲や送迎対応ができる職員の確保 市外の送迎が距離的に難しく、利⽤を希望されている保護者様

への対応が難しいので、集合送迎になってしまっている。

様々な活動の提案をしている 日替わりで職員が活動の提案、実行を行う事で偏りがなく、

様々な活動に参加し取り組む事が出来る。

利⽤者様が活動の選択ができる。 苦手な活動を無理に促すのではなく、「やってみよう」という

気持ちを大切にしながら、お子さま自身が活動を選択できるよ

う声かけや提案を行っています。あわせて、自発的に挑戦して

みたいと思えるような活動プログラムの提供に努めています。

事業所における自己評価総括表公表


